




























































































































































































































































































する兵卒をいう。 『漢旧儀』 下に「一車四馬をつかさどる」とし、 『爵制』には「不更とは、車の右にある者


























































































































































































































ぬと、大庶長の弗忌と威塁の三父が太子を廃して、出子を立てて君とした」 とある。 漢の文帝の記事は、 巻二四上・食貨志上の「ここにおいて文帝は
鼂
錯の言葉に従い、人

















































































































































































































璽と称したのは、諸侯王に準じた扱いをしていた いうことが分かる。 『後漢書』巻四八・徐璆伝の注に引く衛宏の言に「秦以前は金・玉・銀で方一寸 璽をつくっていた。秦以降、天子だけが璽と呼称して、玉を用い、群




















































































　『漢旧儀』 に 「帝の子は王となる。 王国には太傅・相・
中尉それぞれ一人を置く。官秩は二千石であり 王を補導する。僕は一人、官秩は千石で る。郎中令は官秩は六百石、官を設置すること、漢の 吏のようである。郎・大夫・四百石以下は自ら選任した。 には漢は内史一
一三




































































































































































察したところ、吏民数百人が道を塞いで訴え出てきた。朱博は従事をして吏民に次のように通達させ 県の丞・尉について訴えたい者よ、刺史は黄綬 監察しない 各自で郡の役所に行くように。二千石や墨 の長吏 つて訴えたい者よ、 使者 （刺史） が部 （管区） を巡察して戻ってきた際に、 （刺史の）治所に来る に」とある。 （刺史による）弾劾というの 、このようなものであった。
　　
　
巻六四下・王褒伝に 「王襄は益州刺史となり、 王褒に 『中




























































































無かった。さらには部（管区） 従事を各王国内に常駐させ、また督郵の官舎を各王宮 外に移転して、 （王宮内の）動静や失点は、即座に駅伝によって報告させ、諸侯王ら 罪を上奏し、王傅・国相を弾劾 」と















「御史中丞となって、州郡の奏事を統括し、諸刺史の勤務評定をした」とある。巻八三・薛宣伝 は、成帝時代初期に「御史中丞となり、殿中では法を執行し、外部に対しては部刺史を統括した」とある。これは、 その当時、監御史は廃止されていたとはいえ 州を監察する制は、依然として御史中丞に集中してい ので 巻七六・韓延寿伝に「 （御史大夫）蕭望之が御史 派遣して東郡
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び刺史とした。一二人 それぞれ一州を掌り 他の一州は司隷校尉に属す 諸州は毎年八月に管轄下の郡国を巡行し、囚人の再審理を行い、 （官僚の）勤務評定を行う。当初は年度が終わると都に出頭して報告をしたが、後漢




























































































































































































爵制の研究」 、 『中国古代の家族と国家』 （東洋史研究叢刊之十九） 、京都大学文学部内東洋史研究会
李開
 元
　
二〇〇〇
　『
漢
帝国の成立と劉邦集団
︱
軍功受益階
層の研究』 、汲古書院
労榦
　
一九七六
　「両漢刺史制度考」 、 『労榦学術論文集甲編』
上、芸文印書館
